
 

 

2017 年 12 月 21 日 

報道関係各位 

 

ティアック株式会社（本社：東京都多摩市、代表取締役社長：英 裕治）は、独Sennheiser社とパートナーシップを締結

し、Ambeo VR mic などのアンビソニックス音声収録に対応した『DR-701D』の新ファームウェア V2.00 を 12 月 21 日よ

り無料ダウンロードを開始いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映像撮影に特化したマルチチャンネルオーディオレコーダー『DR-701D』が新しいファームウェア V2.00 により、

Sennheiser Ambeo VR mic をはじめとしたアンビソニックマイクの収録に対応いたしました。従来の機能に追加して、A 

format/ B format での収録や、ステレオミックスでの B format 信号のモニターが可能となりました。堅牢ながらコンパ

クトな筐体で、VR コンテンツの音声収録を支えます。 

 

 

 

 

「我々ゼンハイザーは、ティアック株式会社が AMBEO VR パートナーシッププログラムに参画されることを心より歓迎

いたします。また、世界各地のコンテンツクリエイターから高い評価を得ている TASCAM DR-701D を、パートナーとし

て迎えられることを誇りに思います。その DR-701D の最新ファームウェアにより、AMBEO VR マイクでの A/B Format

のアンビソニックス録音に完全に対応いたしました。」（ゼンハイザー株式会社 AMBEO Immersive Audio Co-Director 

Véronique Larcher） 

 

 

「映像制作の現場においても、多くのユーザーの皆様にご支持頂いております DR-701D が、この度新たにアンビソニ

ックス音声の収録に対応致しました。長年、放送局や録音スタジオなど、プロの現場の収録を支えてきたTASCAM が、

Sennheiser AMBEO とのパートナーシップを通して、目覚ましい成長を続ける VR コンテンツ制作の現場に、より便利

なソリューションを提供できますことを大変誇りに思います。」（ティアック株式会社代表取締役社長 CEO 英 裕治） 

ドイツ Sennheiser 社とパートナーシップ締結。 
VR コンテンツの音声収録に最適なアンビソニックマイクに対応した 

『DR-701D』新ファームウェア V2.00 を発表 



 

 

 

品名 型名 希望小売価格 発売日 

カメラ用リニア PCM レコーダー/ミキサー DR-701D オープンプライス 発売中 

 

【V2.00 の主な機能】 

 アンビソニックマイク収録モードを追加 

 ファントム電源供給が可能な４つの XLR 入力端子を搭載 

 A format もしくは B format での収録が可能 

 B format の信号をリアルタイムでステレオ変換し、ヘッドホン出力とライン出力でのインプットモニター、ファイル

再生に対応。 

 B format は Ambix, FUMA の各ファイルフォーマットを選択可能 

 全入力のトリムを一括して操作可能な GANG 動作モード 

 アンビソニックスマイクの様々な設置に柔軟に対応可能なマイクポジション選択機能 

 A format もしくは B format での 4ch 分の収録に加え、同時にステレオミックスの収録が可能 

 

※V2.00 ではアンビソニックス収録モードが ON の状態に限り、ミキサー機能、オートゲインコントロール、デュアル録

音、プラグインパワー供給、チャンネル間のディレイ調整、各チャンネルの位相反転機能は無効となります。 

 

■製品ページ    https://tascam.jp/jp/product/dr-701d/  

■ファームウェアダウンロードページ  https://tascam.jp/jp/product/dr-701d/download/ 

 

 

■ 報道関係からのお問い合わせ、掲載用画像データなどのご用命はこちらまでお願いいたします。 

 ティアック株式会社 マーケティング本部 担当：寺井 

   TEL:042-356-9131  FAX:042-356-9113   

   E-MAIL:press@teac.co.jp  

 

   掲載用画像データは下記リンクからダウンロードをお願いいたします。 

   https://tascam.jp/jp/product/dr-701d/feature#gallery 

 

■ 読者からの製品問い合わせ窓口は、下記を掲載するようにお願いいたします。 

   ティアック株式会社  タスカムカスタマーサポート 

   〒206-8530 東京都多摩市落合 1-47 

   TEL:0570-000-809（ナビダイヤル） 042-356-9137（携帯電話・PHS・IP 電話）  FAX:042-356-9185 

   URL: https://tascam.jp/jp 

   Twitter: https://twitter.com/TASCAM_jp 

   Facebook: https://www.facebook.com/teacprofessional 

https://tascam.jp/jp/product/dr-701d/
https://tascam.jp/jp/product/dr-701d/download/
https://tascam.jp/jp/product/dr-701d/feature#gallery
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